
総総合合交交通通体体系系（（地地域域モモビビリリテティィ確確保保））研研修修  受受講講成成果果･･感感想想のの一一例例  

「「総総合合交交通通体体系系とと地地域域モモビビリリテティィ戦戦略略ににつついいてて」」  

  国国土土交交通通省省  総総合合政政策策局局  総総務務課課  政政策策企企画画官官（（総総合合交交通通体体系系担担当当））  有有田田幸幸司司  

・・  国国土土交交通通省省のの幅幅広広いい視視野野かかららのの見見方方がが出出来来てて大大変変参参考考ににななっったた。。  

・・  交交通通政政策策分分野野のの幅幅のの広広ささをを理理解解ででききたた。。  

  

「「地地域域モモビビリリテティィ確確保保ににおおけけるる新新たたなな公公共共のの役役割割ににつついいてて」」  

NNPPOO 法法人人いいわわてて地地域域づづくくりり支支援援セセンンタターー  事事務務局局長長  若若菜菜千千穂穂  

・ 過疎地方の、自治体主体でなく、地域主体の成功例を聞くことができ、大変有意義であった。 

・ 立場の違う方々の具体的な地域モビリティ対策の取り組みを知ることは重要。 

・ 官・民で区分し難い新たな公共の役割については、自身の業務の関連性如何に関わらず、理解すべき内容であると

感じた。 

・ 現在の地域交通を支えるためのＮＰＯの役割を理解するうえで重要であると感じた。 

・ モビリティ確保における公共及び NPO の役割については、これからの地域との協働において重要になってくると感

じた。 

 
「「都都市市交交通通政政策策のの世世界界的的潮潮流流とと地地域域モモビビリリテティィ確確保保ののたためめのの戦戦略略」」  

京京都都大大学学大大学学院院  工工学学研研究究科科  准准教教授授  松松中中亮亮治治  

・ 先進地として世界の都市での取り組みを知ることで知識を得られ今後の地域モビリティ対策に生かせると思いま

す。 

・ 世界的な先進事例については、過疎地域の交通には直結しないものがあったが、知らない事例が多く参考となった。 

・ 世界的潮流の下、我が国の公共交通を理解するといった意味で、非常に必要性を感じた。 

・ 日常的には、意識する機会が少ない海外の事例に触れるよい機会であった。 

 

「「地地域域のの総総合合交交通通体体系系構構築築のの取取組組  ～～京京丹丹後後市市ににおおけけるる交交通通ままちちづづくくりり～～」」  

京京都都府府  京京丹丹後後市市  企企画画総総務務部部  企企画画政政策策課課  主主任任  野野木木秀秀康康  

・ 交通政策における自治体職員の取組や役割を実体験から学ぶことは重要 

・ 我が国の多くの地方で起こり得る問題について、自分の居住地域に関わらず、理解すべき内容であると感じた。 

・ アイデアや取組み次第で、需要も増えるし、交通事業者の意識も変えることができる等という貴重な講義。 

・ 講義の内容もしかり、加えて自治体職員の熱意・やる気度についても大いに参考になり刺激をいただける講義であ

った。 

  

【【現現地地視視察察】】  

横横浜浜市市地地域域交交通通ササポポーートト事事業業実実施施地地区区（（横横浜浜市市港港南南区区））、、  

連連続続立立体体交交差差事事業業及及びび小小田田急急小小田田原原線線複複々々線線化化事事業業  

 

 
 


